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ヒト血滑タンパク穴の中で多型を示す inter･
α･tTyP8ininlibitorのHl鎖(m Hl)とα2HS･
glPprdein払HSG)は霊長籾でも多型を示すこ
とを等電点電気泳動法 (IE印 で明らかにしてき
た｡なお､rrHlはヒアルロン酸などのレセプ
ターとして､AHSGはカルシウム結合性蛋白質
として注目されている｡
本研究では､ IEFで高度の多型を示したチン
パンジーの 】TⅡIl型とマカク籾のAHSG型に
おける遺伝子解析を試みた｡
チンパンジーのrrⅡIlはヒト用に作瓜された
プライマーセットで22個のエクソン部のすべて
が増幅でき､ヒトとチンパンジーのDNAレベル
での比較検討ができた｡しかし､7個のエクソン
部からなるAHSGの迫伝子をヒト用のプライマ
ーセットを用いてマカク類に適用したところエ
クソンによっては増幅されなかったり増幅され
ても予定の鎖長を示さないものがあったこのた
め､一部の塩基配列しか決定できず､マカク類の
AHSG型の多型を担っているアミノ酸置換を同
定することはできなかった｡
以上のことより､AHSG迫伝子はマカク類と
ヒトの間には少なからずの塩基於換が予想され､
ヒトの配列をもとにマカク桁の分析を行うため
にはより多くのプライマーセットを用いて検索
する必要性のあることが明らかとなったなお､
mRNAを用いてのRT･PCRやcDNAライブラ
リー の作封がより有効かも知れない｡
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